
２００９年度　日本社会福祉士会近畿ブロック　研究・研修大会
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　今日の社会情勢は少子高齢化や扶養意識の変化、そして何よりアメリカを震源とする金融危機を発端とする急激な景気悪化で、多くの人たちが何らかの権利侵害を受ける可能性が増大しています。

我々はこの状況下で、権利擁護の必要性を認識し、我々の専門性がより重要になっているという社会的な要請に応えるべく、その技術の向上を果たして行く必要があります。このためには、我々社会福祉士が自らの専門性を再認識、つまりソーシャルワークの原点に立ち返り、専門職としても資質の向上を図っていくことが必要となります。

　本大会では上記の趣旨をふまえ、ソーシャルワーク力の向上を図るとともに、真に社会に貢献できるソーシャルワーク研究をすすめることを目的として開催することとします。

[image: image2.png]



今こそソーシャルワークの原点に立ち返る
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～現在の貧困・格差社会に社会福祉士が問うべき専門性とは～

平成２２年２月６日（土）・７日（日）

社団法人日本社会福祉士会近畿ブロック会員　その他

２５０人（定員を超えた場合、参加をお断りすることがあります。）

会　員　６，０００円　　　　会員外８，０００円
懇親会　７，０００円（リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜入浴付）

日本社会福祉士会近畿ブロック研究・研修大会　大会事務局

〒６４９－２３２４
和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕２７４―１

社会福祉法人　白浜町社会福祉協議会　内（担当　山本）
TEL　０７３９‐４５‐２７１１　
FAX　０７３９‐４５‐２７７７
acswkinki2009@gmail.com

リゾートホテル

ラフォーレ南紀白浜

和歌山県西牟婁郡白浜町２４２８

ＴＥＬ０７３９‐４３‐８０００
ＦＡＸ０７３９‐４３‐８００１
「

【１日目（２月６日　土曜日）】

１３：００　　開会式　　　来賓、主催者挨拶

　　　　１５　　情勢報告　「社団法人　日本社会福祉士会の取り組みについて」
　　　　　　　　　　　　　　～社会福祉士を取り巻く情勢と生涯研修の考え方を中心にして～
　　　　　　　　社団法人　日本社会福祉士会　常任理事　土谷　長子　氏
１４：１５　　開催地白浜からの報告

　　　　　　　　講演　地域再生が自殺を防ぐ

　　　　　　　～白浜レスキューネットワークの活動を通して自殺防止支援を考える～

　　　　　　　　ＮＰＯ白浜レスキューネットワーク理事長　　藤藪庸一　氏

１５：１５　　休　　　　憩

１５：３０　　鼎談「現在の貧困・格差社会に社会福祉士が問うべき専門性とは」
～社会福祉士がおこなう地域支援とは～

鼎談者

和歌山大学准教授　　　　金川　めぐみ　氏
種智院大学講師　　　　　山下　裕史　氏
社団大阪社会福祉士会　　油谷　佳典　氏
· １日目のプログラムは日本福祉士会共通基盤研修「社会福祉士がおこなう地域支援」に充当　
　します。

１７：３０　一日目終了

１８：００　懇　親　会

会場　リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜　　2階　　宴会場
【２日目（２月７日　日曜日）】　社会福祉研究・実践事例発表会

９：３０　受付開始（発表者集合時間）

１０：００　事例発表開始

学術研究・実践事例発表会テーマ
第１分科会　『社会福祉研究・実践事例発表会』

第２分科会　『ソーシャルワーカーが担う地域アプローチの意義と役割』　
～地域福祉計画の実践を振り返りから～　　　　　奈良県支部担当
第３分科会　『社会福祉のミッションとはなにか』　
～NPOの現状から福祉経営の原点を見直そう～　大阪府支部担当

第４分科会　『更正保護分野におけるソーシャルワークの意義と今後の展望』　

～社会福祉士に期待される今後の役割と責務～　　兵庫県支部担当
第５分科会　『スクールソーシャルワーカーの果たす役割と意義』
～学校現場からみえる問題に対して、

社会福祉専門職はどのように取り組むのか～　京都府支部担当
第６分科会　『高齢者虐待防止に向けて専門職チーム立ち上げとこれからの展望』
　滋賀県支部担当
１２：００　終　了

お申込み方法

· 別紙申込用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸ又は郵送にてお申込ください。

大会事務局

〒６４９－２３２４　和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕２７４―１

社会福祉法人　白浜町社会福祉協議会　内（担当　山本）
E-mail　acswkinki2009@gmail.com
FAX番号　０７３９‐４５‐２７７７

· お支払方法：

申込受付後、請求書を郵送致します。平成２２年１月２９日までに指定銀行にお振込ください。

●　請求書及び参加証等の送付

大会参加証につきましては、大会前１５日前後までに申込者宛てに送付致します。

●　大会参加・懇親会費について
大会参加費　
会員：６，０００円　非会員：８，０００円

· 上記参加費は「２００９年度　日本社会福祉士会近畿ブロック　研究・研修大会」両日の費用となります。

※　大会参加費：お申込後、既にお振込されました参加費の払い戻しは行いません。

懇親会

日　　時：平成２２年２月６日（土）　１８：００

会　　場：リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜

懇親会費：７，０００円

懇親会費：平成２２年２月５日（金）１７：００以降の取消については、１００％の取消料を申し受けます。
（注）リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜へご宿泊を希望された方へ

リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜へご宿泊を希望された方は大会当日、ホテルフロントにて各自宿泊費をご精算下さい。


	第１分科会　和歌山県支部担当　

社会福祉研究・実践事例発表会

	募集要項は、○ページを参照してください。


	第２分科会　奈良県支部担当　
　ソーシャルワーカーが担う地域アプローチの意義と役割　
～地域福祉計画の実践の振り返りから～

	分科会形式：シンポジウム形式
地域には公私の福祉関係機関だけではなく、民生委員を初め、自治会や老人クラブ、ボランティアやＮＰＯなど地域住民活動が数多く存在しています。２０００年の社会福祉法改正時に新たに位置付けられた『地域福祉の推進』。その理念は、身近な暮らし中での福祉にかかわる課題解決には、社会福祉関係者のみならず地域住民一人ひとりが積極的に参画し、相互に“連携・協働”しながら地域における社会福祉の推進に努めることとされています。

そして、我々ソーシャルワーカーにとっても、利用者を取り巻く環境への働きかけにおいて、他の専門職や、利用者が生活する地域との連携・協働は欠かせません。

しかし実際には、立場の違いから対立してしまう地域関係者や、障がい者を含めた社会的弱者とされる人々の声がきちんと反映されていないなど、関係者間での連携・協働が十分に機能していないのが現状です。

　この分科会では、地域関係者による福祉のまちづくりの実践（地域福祉計画の策定）において、コミュニティワークの展開や、地域に求められるソーシャルワーカー像について、参加者との意見交換を行いながら理解を深めていきたいと思います。

講師　染川　明義　氏（人間文化芸術研究所　所長）
発言者　岸田　かおる　氏（住民自治とＮＰＯ研究所　所長）

　　　　　　西薮　公志　氏（橿原市社会福祉協議会　社会福祉士）

　　　　　　小川　富美子　氏（橿原市地域包括支援センターブランチ 桃寿園  社会福祉士）

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　峙　暢洋　（奈良県社会福祉士会）

記　録　杦本　貴司（奈良県社会福祉士会）




	第３分科会　大阪府支部担当　
社会福祉のミッションとはなにか

～NPOの現状から福祉経営の原点を見直そう～

	　分科会形式：シンポジウム形式

昨今福祉経営における経営が“利潤追求”金儲け主義という面ばかりから捕らえられます。

ではなぜ、福祉従事者である我々社会福祉士に、六領域の一つ「経営」が求められているのでしょう？

そのキーワードは介護保険導入後の「利用者本位」と「契約制度」です。サービスを受ける側の利用者が、サービスを提供する支援者・事業所を「選択」し、「契約」し、サービスを受ける。一方、サービスを提供する側も顧客の獲得に向けての『サービスの質の向上』が求められる。これらは措置の時代から経営改革です。

福祉経営における改革の目的は

「サービス提供者が目指すものは、「サービスの質の向上」です。質の高いサービスを提供するということは、サービス提供者にとっては、最も重視されるべきミッションであり、優先されるべき経営の目的であるといえるでしょう。」
このような主旨の下、今回のシンポジウムは、ＮＰＯの経営に携わっておられる方々をシンポジストとしてお迎えし、我々社会福祉士が果たさなければならない福祉ミッションという視点から、経営を論じてみよと考えております。

クライアントの支援をおこなう、高い資質のあるワーカーに求められる、福祉ミッションと経営的視点を併せて学んでみませんか。

シンポジウムでは、ＮＰＯの実践（現状）を報告いただき、

· ＮＰＯのミッション

· ミッションを果たすことと経営のジレンマ

· 課題やその解決法など

について報告していただきます。

コーディネーター　藤田　満　氏　　（南海福祉専門学校専任講師　大阪社会福祉士会研修担当理事）　

シンポジスト　　　安東　由紀子　氏（大阪社会福祉士会研修委員　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人箕面市障害者の生活と労働推進協議会　

居宅介護等事業　管理者）
　　　　　　　　　岩井　典子　氏　（大阪社会福祉士会研修委員

NＰＯ法人アイ・ケアプランニング　）

江頭　雅史　氏　（大阪社会福祉士会研修委員

ＮＰＯ法人くつろぎステーションつばさ　代表）
司会者　　　　　　宮川　成雄　氏　（大阪社会福祉士会研修委員）　　



	第４分科会　兵庫県支部担当

更正保護分野におけるソーシャルワークの意義と今後の展望

～社会福祉士に期待される今後の役割と責務～

	分科会形式：シンポジウム形式

昨今、社会福祉の分野で急速に認知度が高まってきているのが、「更生保護」の分野である。今年度から全国の刑務所や更生保護施設等に社会福祉士が配置されるとともに、新たに各都道府県に地域定着支援センターが設置されることとなった。

これからは、社会福祉士に対し、次のようなことが期待されていると考えられる。

1 受刑者の円滑な社会復帰に向けて社会福祉士の専門とする相談援助業務への期待

2 受刑者の高齢化、障がい者受刑者等の刑務所内のみで解決できない問題への援助

3 社会資源と地域社会の橋渡し役としての期待

4 出所者の地域生活復帰への中間施設での活動

また、更正保護においては、出所後の社会復帰の支援とともに、地域包括支援センターや福祉事務所などの機関においても、社会復帰してきた受刑者を地域で支援するシステムや地域住民などへの啓発、更生保護事業と同様に求められる役割が増大してくることが想定される。

この分科会では、この更生保護分野におけるソーシャルワークを導入する意義と今後の展望を考えます。そして、これからの社会福祉士に期待される役割と責務について、関係する方々の発言をシンポジウム形式で行い、参加者との活発な意見交換を通して、理解を深めていきたいと思います。
コーディネーター　福田　和臣　氏　（兵庫県社会福祉士会　　愛心園園長）調整中
発言者　　　　　　播磨社会復帰促進センター（刑務所）所属　社会福祉士

発言者　　　　　　正木　恵子　氏　（（社）日本社会福祉士会リーガルソーシャルワーク研究委員会）　

発言者　　　　　　泉　房穂　氏　　（兵庫県弁護士会会員　　弁護士、社会福祉士）
助言者　　　　　　野田　正人　氏　（立命館大学産業社会学部教授）　

司会者　　　　　　薄木　公平　氏　（兵庫県社会福祉士会）　




	第５分科会　京都府支部担当　
スクールソーシャルワーカーの果たす役割と意義

～学校現場からみえる問題に対して、社会福祉専門職はどのように取り組むのか～

	　分科会形式：シンポジウム形式

「スクールソーシャルワーカー活用事業」がスタートしてから、２年を迎えた。

　現在、学校現場では、学校内部だけでは解決できない様々な問題を抱えた児童生徒や家族が存在し、子どもたちが抱える問題は深刻化しています。

　それらの問題に、じっくり関わり、家庭、学校、児童相談所や警察等の関係機関、地域社会をつなぎ、様々な問題を抱える児童生徒への支援を行うスクールソーシャルワーカーの役割は大きいと思われます。

　しかし、スーパービジョン体制の充実や研修制度の整備等の課題も多くあります。

　本分科会では、地域社会の中でのスクールソーシャルワーカーの実践報告を通して、社会福祉専門職として、どのように地域や関係機関との連携をはかり、子どもたちの人権を保障していくのかを考える場としたいと思います。

コーディネーター　空閑　浩人　氏　（同志社大学社会学部　教授・京都社会福祉士会会員）

シンポジスト　　　調整中　　（社会福祉士会会員）

司　会　　　　　　京都社会福祉士会会員



	第６分科会　滋賀県支部担当　
高齢者虐待防止に向けて専門職チーム立ち上げとこれからの展望

	分科会形式：シンポジウム形式

高齢者虐待の防止及び高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（高齢者虐待防止法）が施行されて３年が経過しましたが、社会状況の変化や経済の悪化等が絡み、依然として高齢者虐待は全国的に増加しており、また家庭の中での介護放棄や経済虐待はなかなか外部には現れにくく潜在的な部分を含めると相当の数値の存在が危惧されております。

高齢者に対する経済的、身体的、あるいは精神的虐待の発生や予防に対しては法律・権利擁護関係専門職や福祉関係専門職との合同による虐待対応専門職チームでの対応が不可欠といわれております。

ここ滋賀県におきましても２年前より滋賀弁護士会との合同による準備打合わせ会、合同会議、行政機関（市町及び地域包括支援センター）へのアンケートの実施等、専門職チーム立ち上げに向けて準備をすすめてまいりました。また２００９年７月東京弁護士会館クレオ講堂で行われた（弁護士１１７名・社会福祉士１０４名参加）経験交流会をとおしてこの専門職チームに求められる使命、役割、機能等を深く学ばせていただき、２００９年９月滋賀弁護士会との合同による滋賀県高齢者虐待対応支援ネットを設立いたしました。

２０１０年よりの本格的稼動を前に会場からの質疑応答も含め本テーマについて議論を深め、専門職チームの役割とこれからの展望について考える時と致します。

司会・進行役　　

シンポジスト　　弁護士の役割について　　　滋賀弁護士会（予定）

　　　　　　　　　　地域包括支援センターからの提言

　　　　　　　　　　施設からの提言

　　　　　　　　　　高齢者虐待対応の実践をとおして（あさがお）

　　　　　　　　　　ぱあとなあ滋賀（成年後見事例より）

助言者（アドバイザー）１名



宿泊について

大会会場となっている「リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜」へのご宿泊を希望される方は、ツインのみのご利用でお一人様８０００円（4名様の場合は和洋室をご用意致します。宿泊費用はツイン利用と同様です）となっています。ご宿泊をお二人様以上でご希望される方は申し込み用紙の必要欄にご記入の上、お申し込み下さい。

なお、南紀白浜にはその他数多くのホテルがございます。「リゾートホテル　ラフォーレ南紀白浜」以外へのご宿泊は参加者各自でお申込頂きますようお願いいたします。

会場近くの主なホテル

	ホテル・旅館名
	予約電話番号
	ホームページ

	ホテル三楽荘
	0739-43-1111
	http://www.sanrakuso.co.jp/

	クアハウス白浜
	0739-42-4175
	http://www.kurhouse-shirahama.or.jp/

	ホテルシーモア
	0739-43-1000
	http://www.seamore.co.jp/

	白良荘グランドホテル
	0739-43-0100
	http://www.shiraraso.co.jp/index.html

	ホテルむさし
	0739-43-0634
	http://www.yado-musashi.co.jp/

	湯快リゾート　白浜御苑
	0739-43-2468
	http://yukai-r.jp/index.htm

	湯快リゾート　ホテル千畳
	
	


宿泊予約

	白浜観光協会
	0739-43-5511
	http://www.nanki-shirahama.com/

	Yahoo　トラベル
	
	http://travel.yahoo.co.jp/

	じゃらん
	
	http://www.jalan.net/

	楽天トラベル
	
	http://travel.rakuten.co.jp/


会場までのアクセス
高速バスご利用の場合
大阪⇔白浜温泉　高速バス（トイレ付き40人のりバス）

JR大阪駅発7時50分JRなんば駅（OCAT）発8時10分　～　白浜（湯崎バス停）着11時22分

JR大阪駅発8時50分JRなんば駅（OCAT）発9時10分　～　白浜（湯崎バス停）着12時22分

· 料金　大阪⇔白浜温泉　往復　5,000円　片道　2,700円
お帰りは　白浜（湯崎バス停）発　12時22分　14時22分　この後は18時まで一時間毎

http://www13.ocn.ne.jp/~meikobus/kousoku/index.html

· 高速バスは全席指定　予約が必要です。

お問い合わせ、お申し込みは明光バス㈱または、西日本JRバス電話予約センター

　明光バス　0739-42-2112（9:00～18:00）

西日本JRバス　06-6371-0111（8:00～21:00）
ＪＲをご利用の場合

　京都発　オーシャンアロー５号　新宮行き　京都発8時36分（白浜着11時17分）

　新大阪発　くろしお７号　白浜行き　新大阪発9時24分（白浜着11時57分）

· 料金　京　都⇔白浜　片道　運賃・特急料金（自由席）　6,080円

　　　　　新大阪⇔白浜　片道　運賃・特急料金（自由席）　5,450円

※　白浜駅では大会スタッフが待機しております。できるだけ4名様でタクシーにご乗車できるように誘導致しますので、タクシーで会場に向かわれる方は、スタッフに必ずお声掛けください。
お車でご利用の場合

高速道路（NEXCO西日本　南紀田辺インター　降りる）

インター出口から直進すると田辺バイパスです。バイパス田鶴交差点を直進約20分
社会福祉士研究・実践事例発表の募集について

　第２日目第１分科会において、社会福祉研究・実践事例発表会を募集します。発表時間は質疑を含めて一人２０分です。




発表者は、社団法人　日本社会福祉士会会員のみとします。

発表申し込み締め切り　平成２１年１２月３１日
レジュメ（抄録））締め切り　平成22年1月8日

下記の様式をレジュメの頭部につけて提出してください。

1． レジュメは原則として１件Ａ４サイズ２枚までとします。

上記の様式をレジュメの頭部につけ、発表申込書にあるE-mailアドレスに添付してお送りください。レジュメは必ず「Microsoft Office Word」で作成してください。「一太郎」など他のワープロソフトで作成されたレジュメは、受付けませんのでご注意ください。

一般演題の募集について

2． 書き方

１）「演題名」は１６ポイントのＭＳ明朝体で、最上段の第１行目から２行目のほぼ中央部を使用し、副題がある場合は改行してください。

２）「氏名等」は、１１ポイントのＭＳ明朝体で第４行目から５行目ほぼ中央部を使用してください。共同研究者が口頭発表者となる場合は、最初に○印をつけ口頭発表者名を書いてください。

３）「本文」は第７行目の左から「目的」「方法」「結果」「思考」「結論」および「文献」などの見出しを必ず付けてください。活字の大きさは１０．５ポイントのＭＳ明朝体で、２段組にし、図表や写真を含めて必ず枠内に収めてください。

４）図表および写真のタイトルは、図・写真が下、表が上で大きさに注意して作成してください。

3． 注意事項

1） 業務の内容を逸脱せず、倫理的に正しい内容にしてください。

2） なお、事例に関する個人情報の保護・人権擁護につきましては、発表者が十分ご配慮くださいますようお願いいたします。
3） 「目的」は、必ず作業仮説（なぜこの研究を行うのか、どのような症例や手段を使うのか）を書き、「方法」は内容を具体的に記し、追試が可能であり、「結果」では調査結果を明確にし、多数例では統計的処理を行ってください。また、考察はこの研究のどの部分が、どの程度社会に役立ち（意義があり）、新しい発見であるのか、他人の考え（文献）と比べてどこが違うのかを述べ、「文献」は本文を引用したものだけを記載してください。
4） 本文に「スライド番号」を記載しないでください。

5） 文体は「である調」で作成し、謝辞は不要です。

6） 査読の結果、書き直しをお願いすることもありますので、ご了承ください。

7） 原稿などは一切返却いたしません。

　今大会では発表の際、スライド、ＯＨＰ、ＶＴＲは使用できません（データプロジェクターのみ用意する予定）。

データやイメージ資料として使用したい場合はレジュメに入れていただくか、印刷の上、当日資料
（４０～５０部程度の予定）としてご準備いただくこととなりますのでご了承ください。

　また発表していただく分科会は、テーマ、内容、応募者数により変更いただく場合があります。

一般演題発表にお申し込みいただいた方には、レジュメを提出いただいた後、発表に関する詳細を申込書に記載いただきましたＥ‐mailアドレスへご案内いたします。


日本社会福祉士会近畿ブロック研究・研修大会　大会事務局

〒６４９－２３２４
和歌山県西牟婁郡白浜町十九渕２７４番地の１

社会福祉法人　白浜町社会福祉協議会　内（担当　山本）

TEL　０７３９‐４５‐２７１１　FAX　０７３９‐４５‐２７７７
E-mail　acswkinki2009@gmail.com
１　趣　旨
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２　メインテーマ
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３　開催予定
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４　参加対象者
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５　参加予定数
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６　参加費
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７　お問い合わせ先
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８　会　場
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９　日　程
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１１　日本社会福祉士会近畿ブロック　研究・研修大会　分科会
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１　学術研究・実践事例発表テーマ募集要項
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２　発表申し込み資格
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３　発表申し込み締め切り


旨





４　レジュメ作成要綱





旨





様式例（共同研究の場合は主たる研究・実践事例発表者を先頭にしてください）


発表テーマ　　医療ソーシャルワークにおける社会福祉士としての視座


～○○氏の退院支援事例から考察する～


（所属先等の名称）○○○○病院


（職種・職名等・氏名）　地域医療連携室　　　和歌山太郎　田辺花子





第１分科会　学術研究・実践事例発表　『今こそソーシャルワークの原点に立ち返る


～現在の貧困・格差社会に社会福祉士が問うべき専門性とは～』





５　発表の際の留意事項
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６　発表申し込み先
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１０　参加申込方法
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